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     ７月の行事予定   ★短縮時程 

日 曜 主な行事予定 

１ 木 詩の日（夏） 

２ 金 安全指導 

３ 土 土曜授業日 

４ 日  

５ 月 委員会 

６ 火 研究全体会（１年２組以外 4時間授業） 

７ 水 学習 DAY 

８ 木  

９ 金 避難訓練 

10 土  

11 日  

12 月 クラブ 

13 火 保護者会（５，６年） 

14 水  

15 木 保護者会（３，４年） 

16 金 保護者会（１，２年） 

17 土  

18 日  

19 月 ４年以上６時間 

20 火 終業式 

21 水 夏季休業日始 

22 木 海の日 

23 金 スポーツの日 

24 土  

25 日  

26 月  

27 火  

28 水  

29 木  

30 金  

31 土  

  

本との出会い 
             

副校長 北向 淳子 

梅雨明けが待ち遠しいこの頃ですが、子どもたち

にも、一人読書の時間を設定して活字に親しみ、読

む楽しさを味わわせたいと考え、読書旬間を設定し

ています。読書の楽しみのひとつは、「本の世界との

出会い」だと思います。本を読むことで、著者に会

って話を聞いているように感じたり、物語の中に自

分が入り込んで、登場人物と同じ空間にいるように

感じたりすることができるのです。 
 

６月の読書旬間でも、紙の本は子どもたちの読書

好きをつかんで離しません。本や絵本をめくる機会

が増え、楽しいリラックスする時間になっていまし

た。子どもたちが本の世界に入り込んでいる姿を見

てうれしくなりました。また、図書室では、本の選

び方も季節や行事に合わせた内容のもの、世界や日

本の物語なども多数揃えています。読書に集中しや

すい環境をつくり、一人一人の目標に沿った本を探

すことができるように工夫をしています。本の背表

紙を見て歩いていると、思いがけない豊かな気持ち

になっているのに気がつくことでしょう。 
 

楽しいことは人に伝えたくなります。読書の楽し

みは、多様な価値観や考え方があることを知り、現

実には体験できないような経験ができることだと思

います。また、社会から求められるコミュニケーシ

ョン力の育成にもつながります。子どもたちに、一

冊の本を手に取ることから始めて、自分の世界を広

げてほしいと願っています。子どもたちの「今」と

「未来」の幸せのために、教職員の英知を集めて教

育活動を展開していきます。本校の日々の教育活動

はホームページでもご紹介しています。是非、ご覧

ください。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特別活動について 

特別活動主任 阿部 咲紀 

 特別活動というと、どんなことを思い浮かべるでしょうか。文字だけを見ると、何か特別な学

習と思うかもしれません。特別活動は、学級活動やクラブ・委員会、学校行事などの活動を通し

て、自分が集団の一員として協力して、学校や学級、生活をよりよくしていこうと意識を高めて、

活動することを目標としています。コロナ過の中、集団活動、異学年交流が思うようにできず、

もどかしい気持ちもあります。しかし、今できる方法で活動内容を工夫し、よりよい学校生活に

していこうと取り組んでいます。今回は、６年生が取り組んでいる委員会の様子を紹介します。

放送を活用しておすすめの本紹介や手洗いがきちんとできているかの呼びかけ、換気の呼びかけ

ポスターを作成して各クラスに掲示、上履きを忘れずに持ち帰る看板を作成してお知らせ。そし

て、仕事内容を紹介するポスターを委 

員会ごとに作成して掲示し、活動の様 

子を伝える場を設けました。今後も、 

子どもたちとよりよい学校にするため 

に一緒に取り組んでまいります。 

夏休み作品展について 校舎の改修工事の影響で、十分な展示場所が確保できないため、今年度

の夏休み作品展の全校的な実施は中止といたします。ご了承ください。 

校内研究について 

研究主任 飯田 惠子 

本校では令和元年度から、「主体的に考え、表現する児童の育成 ～算数科の授業を通して～」

をテーマに研究を進めています。この研究では、子どもたちの問題を読み解く力や自らの考えを

言葉で表現する力を、算数科の授業を通して伸ばしていくことを目指しています。１１月５日（金）

には、区内の先生方を対象に、これまでの研究の内容や成果を発表する予定です。 

日常の授業では、問題解決型の学習（問題を把握する→見通しをもつ→自分の考えをもつ→友

達の考えを知る→話し合う→まとめる）をできるだけ取り入れ、教材や発問の工夫をしたり、よ

りよい話し合いができるように説明の仕方を段階的に指導したりしています。また、図や式、言

葉で自分の考えや表現できるように、ノートにかくことを大切にしています。今後は、タブレッ

トも活用し、一人一人が考えたことを授業で生かす工夫もしていきたいと考えています。                                  

２年「ひき算のひっ算」考える  ４年「角の大きさ」表現    丁寧に書かれたノート 


